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　平素は格別のお引き立てを賜
り、誠にありがとうございます。
ここに第73期の事業概況をご報
告申し上げます。
　2022年度を顧みますと、長
引くコロナ禍というトンネルから、
ようやく出口が見え始めたよう
に思われます。しかし地域の事
業者さまにおかれましては、物

価の高騰などにより、依然として厳しい経営環境にさらされて
いるものと思われます。また、地域全体では、人口減少や事業
所の減少といった継続的な課題を抱えています。私たちはそう
した地域の皆さまの課題やお困りごとに対し耳を傾け、各自治
体、商工会議所など、地域の方々と連携し、解決に導いていく
ことにより、地域経済の発展に努めてまいります。
　当金庫は2016年から地域の空き家対策として、近居・住み
替え促進事業「巡リズム®」に取り組んでおります。この取組み
により、これまで多くの空き家、空き地が有効活用され、新た
な住民が“巡り住む”循環を生み出してきました。現在では空
き家対策のみならず、リフォームや介護といった生活に関するこ
とから、弁護士や税理士をはじめ各種士業の方々とお客さまと
をつなぎ、相続や税務などあらゆるお困りごとにお応えできる
体制を整えています。また枚方市などと協力し、「空飛ぶクルマ」
や「淀川舟運の復活」など、この北河内地域の新たな魅力の
発掘、新たな産業の構築に向けても取り組んでいます。
　2022年度はおかげさまをもちまして、創立以来最高となる、
12億22百万円の当期純利益をあげることが出来ました。これ
もひとえに地域の皆さまのご支援の賜物と心より感謝申し上げ
ます。私たちは今後も健全経営のもと、この地域の未来に向
かって、地域経済の持続的な成長、そして皆さまの安定した生
活基盤の構築に向け、役職員一丸となって取り組んでまいりま
す。今後とも皆さまには引き続き温かいご支援・ご愛顧を賜り
ますようお願い申し上げます。

2023年6月
理事長　吉野　敬昌

「自己資本比率」とは、貸出金など金融機関の保有する資産（各資産につい
てそれぞれのリスクの割合に応じて一定率を乗じたもの）に対する自己資本の
割合で、金融機関の健全性・安全性を表す指標です。信用金庫の自己資本
比率は、法令により国内基準である4%以上であることが求められています。
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金融再生法上の不良債権の状況
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●要管理債権
　「三月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。
●危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、
契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権
です。

●破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破
綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

用 語 解 説

●経常利益
　業務利益に株式の売却損益や不良債権の償却に要した費用等を加減したもので
　あり、金融機関の経常的な営業活動の成果を表しています。
●当期純利益
　経常利益に特別利益と特別損失を加減し、法人税等を控除した最終的な利益の
　ことです。

用 語 解 説

地 域 の お 客 さま

会員13,494名

創立　	 1950年（昭和25年）8月1日
本部所在地　	 枚方市岡東町14番36号
本店所在地　	 枚方市岡東町12番1号 ※1

店舗数　	 20ケ店
店外ATM　	 15ケ所 ※2

常勤役職員数	 313名
	  （2023年3月31日現在）

※1　2023年5月22日より（本店営業部の仮店舗への移転により）
※2　2023年6月13日より（岡東町出張所開設により）

枚方
信用金庫

経営理念

基本方針
❶ 地域社会の発展に寄与する
❷ 奉仕精神に徹する
❸ 役職員一丸となる
❹ 共存共栄をはかる
❺ 健全をむねとする

ひらしんと地域社会

貸出金
2,312

億円

ご融資・地域貢献・
支援サービス

出資金
11
億円

預金
4,614

億円

トップメッセージ 業績等の推移

21



2022年4月
◦�「ひらしん若手経営者の会」経営セミナーを開催しました。
◦�北大阪商工会議所と連携協定を締結しました。
2022年5月　　
◦�門真市「子どもLOBBY」にて「第2回ひらしんキッズマネースクー
ル」講座を行いました。
◦�当金庫が官民出資のまちづくり事業会社への資金支援を行った、
大東市北条地区　morinekiプロジェクトが、国土交通省が選定する
「都市景観大賞（都市空間部門）」で大賞を受賞しました。
2022年6月　
◦�スマホ申告、キャッシュレス納付への推進協力に対し大阪国税局
長より感謝状が贈呈されました。
◦�第10回大阪府内信用金庫合同「ビジネスマッチングフェア 2022」
を開催しました。
◦�摂南大学農学部にて当金庫 吉野理事長が講義を行いました。
2022年7月
◦�大阪国際大学にてインターンシップ授業を行いました。
◦�枚方市内の府立高等学校にて「業界別ガイダンス」の出張授業を
行いました。
◦�取引先事業者の事業承継・M&A等の経営課題をサポートする専門
部署として、業務部内に「経営サポート課」を設置しました。
2022年8月　　
◦�地域産業の振興等、地域経済を取り巻く課題の解決を目的とし、
枚方市・寝屋川市・交野市と北大阪商工会議所並びに当金庫の3者
による連携協定を締結しました。
2022年9月　　
◦�第76回大阪府総体で当金庫女子ソフトボール部が優勝しました。
2022年10月　　
◦�「第2回ひらしん美術展　宮瀬富之彫刻展　～届け！甲子園球児た
ちの汗、涙、そして感動～」を開催しました。
◦�「第12回ひらしん年金友の会落語会」を開催しました。
◦�「ひらしんリ・バース60」の取扱いを開始しました。
2022年11月　　
◦�第7回「北河内7市地方創生活性化会議」（K7サミット）を開催し
ました。
2022年12月　　
◦�枚方市との公民連携事業「枚方市の空き家・空き地モデル事業」
の取組みを開始しました。
2023年2月　　
◦�「舞台『画狂人北斎』ひらしん特別貸切公演」を開催しました。
2023年3月　　
◦�2022年度創業祝い金贈呈式を実施しました。
◦�トナリエ星田出張所を開設しました。
◦�地域産業の振興・地域経済の活性化を図るため、大東商工会議所
及び四條畷市商工会と連携協定を締結しました。
◦�地域観光の活性化プロジェクト淀川舟運を実施しました。

お客さまの課題解決への取組み
　当金庫ではお客さまの様々な課題解決に向け金庫全体で取り
組んでいます。経営課題、本業支援、相続、税務や介護に関する
ことなど、事業や生活に関わるあらゆるご相談に対応しています。
　相続した不動産が長年空き家となって困っていた方に対して
は、不動産業者や税理士、司法書士を紹介し、空き家を売却出
来た事例や、日常生活でのリフォームや介護などのお悩みを抱
えていたお客さまが当金庫にご相談いただいたことで解決につ
ながった事例など、多くのお客さまの声にお応えしています。
また事業者の方の中には、収益力に悩みのある企業に対する
様々なサポートの結果、財務改善につながった事例など、個人
の方、事業者の方に関わらず、多くの課題解決につなげていま
す。2022年度にはこれら、お客さまの課題に対し、年間で
4,364件の解決につなげることができました。
　これらの課題にお応えするツールとして、すべての営業店に
WEB相談のシステムを導入しています。当金庫の各営業店や
お客さまのご自宅、事業所で各種士業や連携機関とをつなぎ、
初回30分は無料でお気軽にご相談できます。また、WEB相談
の項目には「占い」（15分無料）も選択することが可能で、お
客さまより好評を得ています。2022年度には全店で約800件
のWEB相談を実施し、お客さまの課題解決に活用されています。

　当金庫ではこうした課題解決により、お客さまから喜んでいた
だいた好事例をまとめ、優れた取組みを行った職員に対する表彰
制度を設けています。この取組みにより、職員全体で、どのよう
な活動によって課題解決につながったかを共有し、職員の知識、
レベルの向上を図っています。

WEB相談の様子

当金庫での好事例表彰式 職員による好事例発表

大和田支店・門真東支店での「宿題カフェ」の取組み
　「宿題カフェ」は、当金庫と門真市との包括連携協定の一環
として実施しているものです。門真市及び特定非営利活動法人
トイボックス協力のもと、地域の子どもの学校や家庭以外の第
3の居場所として「宿題カフェ」を展開し、地域での見守りを
行っています。当金庫大和田支店と門真東支店で週1回実施し
ており、両支店では「宿題カフェ」の実施日には支店の一部を
小学生の宿題スペースとし
て開放し、地域の子ども達
でにぎわっています。当金
庫ではこうした地域の子ど
も達の居場所づくりに協力
することで、子ども達の健
全な成長や地域のつながり
に貢献していきます。

枚方市との「空き家・空き地モデル事業」
　当金庫と枚方市は2016年に包括連携協定を締結し、協働し
て地域活性化に取り組んでいます。2022年度からは枚方市が
抱える空き家や空き地といった地域課題に対し、当金庫が進め
る、近居住み替え促進事業「巡リズム®」のスキームを活用し、
「空き家・空き地モデル事業」への協力を行っています。
　空き家所有者との個別相談やフリー
ダイヤルの設置、「空き家対策セミ
ナー」への参加等を実施し、地域の
空き家・空き地を発生させない、放
置しない取り組みを行うことで、地
域課題の解決を図っていきます。

文化・芸術振興への取組み
　2022年10月12日（水）～10月17日（月）に枚方市総合文化芸
術センター　ひらしん美術ギャラリーにて「第2回ひらしん美術展 
宮瀬富之彫刻展」を開催しました。ひらしん美術展の第2回目とな
る今回は、宮瀬富之氏による彫刻展「届け！甲子園球児たちの汗、
涙、そして感動」と題し、ご来場いただいた方々は、迫力ある等
身大の彫刻とその陰影から滲み出る選手たちの無念さやひた向き
な思いを感じ取っておられました。
　また、2023年2月25日（土）枚方市総合文化芸術センター　関
西医大小ホールにて舞台「『画狂人北斎』ひらしん貸切特別公演」
を開催しました。江戸時代の浮世絵師、葛飾北斎を取り巻く人間
模様や「現代」に問う人間感を題材とした公演に、会場は拍手喝
采に包まれ、皆さまが公演を楽しんでいただけたご様子でした。
　当金庫ではこうした美術展や公演の開催を通じ、地域の文化・
芸術の振興を図ると共に、地域の活力創出に向けて取り組んでま
いります。

「第7回 北河内7市地方創生活性化会議（Ｋ7サミット）」
を開催しました
　2022年11月2日（水）に枚方市総合文化芸術センター　ひ
らしんイベントホールにて、「第7回 北河内7市地方創生活性化
会議（K7サミット）」を開催しました。当会議は、北河内7市
における地域の課題について懇談し、連携して対応を図ること
を目的として、2016年から当金庫が主催し開催しています。
当日は財務省近畿財務局や、経済産業省近畿経済産業局、国土
交通省近畿地方整備局、総務省近畿総合通信局、国税庁大阪国
税局など官庁関係者様をはじめ、北河内7市の市長、副市長様、
地域の商工会様、学校法人様など、総勢48名の方に参加いただ
きました。また、株式会社日本総合研究所、藻谷浩介氏を講師
にお招きし、「アフター・コロナ　ゆめの実現へ」をテーマに
講演していただきました。

1年間のできごと トピックス トピックス

当金庫は「枚方市SDGs推進登録制度　すまいる
プロジェクト」に登録し、SDGsに取り組んでいます。

1年間のできごと・トピックス トピックス
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科目 金額（百万円）

資産の部
現金　 1,891
預け金　 140,432
買入金銭債権　 403
有価証券　 113,255
　国債 7,022
　地方債 27,135
　社債 44,408
　株式 1,780
　その他の証券 32,908
貸出金　 231,246
　割引手形 380
　手形貸付 1,056
　証書貸付 225,542
　当座貸越 4,266
その他資産　 2,491
　未決済為替貸 164
　信金中金出資金 1,599
　その他出資金 13
　前払費用 0
　未収収益 357
　その他の資産 356
有形固定資産　 4,849
　建物 1,543
　土地 2,598
　リース資産 2
　建設仮勘定 376
　その他の有形固定資産 328
無形固定資産　 26
　ソフトウェア 15
　その他の無形固定資産 10
前払年金費用　 39
繰延税金資産　 985
債務保証見返　 1,042
貸倒引当金　 △1,009
　（うち個別貸倒引当金） （� △805）
資産の部合計　 495,654

科目 金額（千円）
経常収益　　　 5,980,140
　資金運用収益　　 4,992,089
　　貸出金利息　 3,887,219
　　預け金利息　 182,433
　　有価証券利息配当金　 875,083
　　その他の受入利息　 47,353
　役務取引等収益　　 617,064
　　受入為替手数料　 239,047
　　その他の役務収益　 378,017
　その他業務収益　　 181,071
　　国債等債券売却益　 89,639
　　国債等債券償還益　 59,464
　　その他の業務収益　 31,967
　その他経常収益　　 189,915
　　貸倒引当金戻入益　 86,482
　　償却債権取立益　 25,874
　　株式等売却益　 72,194
　　その他の経常収益　 5,363
経常費用　　　 4,376,767
　資金調達費用　　 231,571
　　預金利息　 200,057
　　給付補填備金繰入額　 573
　　借用金利息　 29,651
　　その他の支払利息　 1,288
　役務取引等費用　　 291,770
　　支払為替手数料　 54,498
　　その他の役務費用　 237,271
　その他業務費用　　 125,389
　　国債等債券償還損　 124,628
　　その他の業務費用　 761
　経費　　 3,653,335
　　人件費　 2,469,144
　　物件費　 1,075,222
　　税金　 108,968
　その他経常費用　　 74,700
　　貸出金償却　 8,731
　　株式等売却損　 15,177
　　株式等償却　 3,857
　　その他資産償却　 8,578
　　その他の経常費用　 38,356
経常利益　　　 1,603,373
特別利益　　　 2,240
　固定資産処分益　　 2,240
特別損失　　　 1,484
　固定資産処分損　　 17
　減損損失　　 1,466
税引前当期純利益　　　 1,604,129
　法人税、住民税及び事業税 445,420
　法人税等調整額　　 △64,127
法人税等合計　　　 381,292
当期純利益　　　 1,222,836
繰越金（当期首残高）　　　 3,865,902
当期未処分剰余金 5,088,738

科目 金額（百万円）
負債の部
預金積金　　 461,477
　当座預金　 5,697
　普通預金　 213,881
　貯蓄預金　 215
　通知預金　 475
　定期預金　 229,771
　定期積金　 9,814
　その他の預金　 1,620
借用金　　 6,145
　借入金　 5,145
　当座借越　 1,000
その他負債　　 1,605
　未決済為替借　 212
　未払費用　 471
　給付補填備金　 1
　未払法人税等　 393
　前受収益　 108
　払戻未済金　 20
　払戻未済持分　 3
　職員預り金　 262
　リース債務　 2
　資産除去債務　 16
　その他の負債　 111
賞与引当金　　 149
退職給付引当金　　 487
役員退職慰労引当金　　 188
睡眠預金払戻損失引当金　　 43
偶発損失引当金　　 16
債務保証　　 1,042
負債の部合計　　 471,157
純資産の部
出資金　　 1,150
　普通出資金　 1,150
利益剰余金　　 24,799
　利益準備金　 1,161
　その他利益剰余金　 23,638
　　特別積立金 18,550
　　（経営基盤強化積立金） （� 4,000）
　　（周年記念事業積立金） （� 200）
　　（機械化投資積立金） （� 200）
　　（店舗新改築積立金） （� 300）
　　当期未処分剰余金 5,088
処分未済持分　　 △12
　会員勘定合計　　 25,937
その他有価証券評価差額金 △1,441
　評価・換算差額等合計　　 △1,441
純資産の部合計　　 24,496
負債及び純資産の部合計 495,654

貸借対照表 （2023年3月31日現在） 損益計算書 剰余金処分自　2022年4月  1日
　至　2023年3月31日

科目 金額（円)

当期未処分剰余金 5,088,738,967

　これを下記のように処分いたします。

剰余金処分額 1,022,764,640

普通出資に対する配当金(年 2.0%) 22,764,640
特別積立金 1,000,000,000

繰越金（当期末残高） 4,065,974,327

　以上は第73期業務の要項の報告であります。
2023年6月26日

理 事 長 吉 野　敬 昌
常 務 理 事 橋 本　善 文
常 務 理 事 大 川　洋 司
理 事 倉 田　政 宏
理 事 斧 渕　裕 史
理 事 中 野　圭 介
理 事 永 瀬　昌 彦
理 事 阪 本　和 宏
非常勤理事 田 村　雅 博（職員外理事）

　上記各項の正確なることを認めます。
監 事 政 谷　泰 作
非常勤監事 道 越　清 樹
非常勤監事 松 下　史 生（員外監事）

貸借対照表 損益計算書及び剰余金処分
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地域をつなぐ《ひらしん》のネットワーク
本部	 枚方市岡東町14-36	 072（841）1172	（大代）
本店営業部	 枚方市岡東町12-1 サンプラザ１号館1階（仮店舗）	 072（841）1171	 （代）
寝屋川支店	 寝屋川市初町6-28	 072（821）4647	 （代）
守口支店	 守口市桜町5-5	 06（6991）3833	 （代）
牧野支店	 枚方市牧野阪2丁目9-15-103	 072（856）1531	 （代）
大和田支店	 門真市野里町4-13	 072（881）3481	 （代）
四条畷支店	 大東市明美の里町4-6	 072（877）1551	 （代）
枚方公園前支店	 枚方市堤町3-24	 072（843）5137	 （代）
くずは支店	 枚方市楠葉花園町１４－１ エルくずは（仮店舗）	 072（856）8601	 （代）
	 ※2023年秋リニューアルオープン予定　枚方市楠葉花園町12-2	
忍ヶ丘支店	 四條畷市岡山東2丁目1-32	 072（879）1331	 （代）
交野支店	 交野市私部西1丁目4-20	 072（891）0131	 （代）
家具町支店	 枚方市長尾家具町1丁目7-11	 072（868）5111	 （代）
津田支店	 枚方市津田駅前1丁目2-2	 072（859）0101	 （代）
光善寺駅前支店	 枚方市北中振2丁目1-24	 072（834）8811	 （代）
甲斐田支店	 枚方市甲斐田東町1-12	 072（840）3588	 （代）
星丘支店	 枚方市星丘2丁目22-47	 072（840）1250	 （代）
長尾支店	 枚方市長尾荒阪1丁目3866-6	 072（850）0112	 （代）
東香里支店	 枚方市高田2丁目25-50	 072（852）7001	 （代）
寝屋川西支店	 寝屋川市黒原城内町31-10	 072（838）7711	 （代）
門真東支店	 門真市下馬伏町26-11	 072（884）1571	 （代）
守口東支店	 守口市西郷通4丁目3-8	 06（6996）2231	 （代）

店外ATMコーナー
本店営業部	 岡東町出張所（旧本店営業部）	 枚方市岡東町14-36
本店営業部	 関西医科大学附属病院出張所	 枚方市新町2丁目3-1
本店営業部	 御殿山出張所	 枚方市御殿山町2-1-1
本店営業部	 岡本町出張所	 枚方市岡本町7-1-107
本店営業部	 枚方市駅出張所	 枚方市岡東町19-14
寝屋川支店	 寝屋川駅前出張所	 寝屋川市八坂町15-6
牧野支店	 牧野駅出張所	 枚方市牧野阪2丁目4-2
四条畷支店	 ＪＲ四条畷駅前出張所	 大東市学園町1-50
くずは支店	 東山出張所	 枚方市東山2丁目46-1
くずは支店	 かごの屋くずは店出張所	 枚方市北船橋町29
忍ケ丘支店	 イオンモール四條畷出張所	 四條畷市砂4丁目3-2
交野支店	 ＪＲ河内磐船出張所	 交野市森南1-6
光善寺駅前支店	 ライフ香里園店出張所	 寝屋川市香里新町28-3-1
長尾支店	 ＪＲ長尾駅前出張所	 枚方市長尾元町5丁目21-5
東香里支店	 トナリエ星田出張所	 交野市星田北6丁目15-1

金融円滑化苦情・相談窓口　フリーダイヤル　0120（414）051

ユニバーサルデザイン（UD） の
考え方に基づき、より多くの人
に見やすく読みまちがえにくいデ
ザインの文字を採用しています。

新商品のご案内等の最新情報は《ひらしん》ホームページをご覧ください
https://www.hirakata-shinkin.co.jp 検索

この冊子は環境にやさしい植物
油インキを使用しています。

▪≪ひらしん≫ホームページはこちら


